別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：感染症予防費
	事業名:緊急肝炎ウイルス検査事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　　　
　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内2543）

　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,381千円（前年度予算額：1,381千円）
	事業内容


	１　事業の内容


県内ではＢ型肝炎ウイルス陽性者が２万人、Ｃ型肝炎ウイルスキャリアが３万人いると推定されているが、ウイルス陽性者・キャリアの多くは、肝炎、肝硬変、肝がんへと移行するため、無症候性キャリアの早期発見、早期治療への結びつけが必要であることから、肝炎ウイルスの陽性率が高い高齢者の利便性を考慮し、２０年１月から実施している医療機関委託での無料検査を継続する。

　○受託医療機関におけるＣ型肝炎ウイルス検査及びHBs抗原検査

　　
	２　所要経費


　緊急肝炎ウイルス検査事業費　1,381千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


特定感染症検査等事業実施要綱により、当該感染症の発生の予防及びまん延の防止を図るため、検査体制の充実及び検査時におけるカウンセリングの強化継続中
肝炎ウイルス検査については、保健所での検査を無料で実施しているが、受託医療機関での検査は自己負担を徴収できる仕組みとなっており、今後、検査を積極的に受けてもらい、早期に適切な治療へとつながるよう、この自己負担分については国の全額負担としている。（平成２０年１月～２３年３月までの時限措置）
国は緊急肝炎ウイルス検査事業を来年度以降も継続する予定で２４年度予算要求
○肝炎ウイルス検査対象者（受診者）数 
    平成20年1月～平成23年8月実績　698件
	３　これまでの取組に対する評価


　事業開始後、これまでに当該事業による肝炎ウイルス検査受検者は700名弱であるが、県内には、まだ、肝炎ウイルス検査を一度も受検したことのない方（医療保険各法その他の法令に基づく保険事業等のサービスを受ける際に、肝炎ウイルス検査を受けた方や健康増進事業の対象者を除く）が多数いると思われ、早期発見、早期治療により、肝炎、肝硬変、肝がんへの移行を防ぐためにも、引き続き、事業を継続して実施していくとともに、肝炎ウイルス検査の必要性についても広く周知を図っていく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,381
	857
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	524

	要求額
	1,381
	857
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	524

	決定額
	1,381
	857
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	524


